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 幸せを呼ぶ鳥、
トキに会いに行こう
ますます厚みを増す
石川の伝統工芸

角中 勝也 さん （プロ野球選手）
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国
の
特
別
天
然
記
念
物
ト
キ
と
石
川
県

の
つ
な
が
り
は
深
く
、
能
登
で
は
昭
和
初

期
ま
で
大
空
を
舞
う
姿
が
日
常
的
に
見
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、生
息
す
る
里
山
の
荒

廃
な
ど
を
原
因
に
そ
の
数
は
激
減
し
、
昭

和
45（
１
９
７
０
）
年
に
穴
水
町
で
最
後
の

１
羽
「
能の

里り

」
が
捕
獲
、佐
渡
に
移
送
さ
れ

本
州
か
ら
ト
キ
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。

本
州
最
後
の
生
息
地

平
成
22
年
か
ら

園
内
で
飼
育

 

幸
せ
を
呼
ぶ
鳥
、

ト
キ
に
会
い
に
行
こ
う

い
し
か
わ
動
物
園
（
能
美
市
）
で
昨
年

11
月
、
本
州
初
と
な
る
ト
キ
の
公
開
展

示
施
設
「
ト
キ
里
山
館
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
本
州
最
後
の
ト
キ
が
石

川
の
空
か
ら
い
な
く
な
っ
て
約
半
世

紀
。
県
内
の
里
山
を
再
現
し
た
風
景

の
中
で
、元
気
に
過
ご
す
ト
キ
の
姿
を

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 本 州初！

州州州州州州州州州
最最最最最最最最
後後後後後後後後後
ののののののののの
生生生生生生生
息息息息息息息
地地地地地地地

いしかわ動物園で
一般公開スタート
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いしかわの歳時記

間
ま

垣
が き

の里（輪島市）

表紙について

高さ約5メートルの竹を割り、隙間なく
並べた「間垣」は、輪島市大沢町、上大
沢町をはじめ、奥能登の海岸線で多く見
られる特徴的な景観です。NHK連続テ
レビ小説「まれ」の舞台でもあり、国の
重要文化的景観の一つに選定されていま
す。間垣は、日本海から吹き付ける強風
を防ぐなどし、家屋が傷まないようにす
るためで、毎年11月上旬に補修し、厳
しい北陸の冬に備えています。間垣が家
屋を守ってきたように、石川県では、ふ
るさとの宝である「伝統工芸」を守る取
り組みに力を注いでいます。さらに、そ
のキラリと光る個性は、ますます輝きを
放とうとしています。気になる中身は 8
ページから。伝統工芸の新たな動きをぜ
ひ、チェックしてください。

表紙切り絵制作／さぶさちえ （金沢市出身）
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トキの姿を見ようと、オープン日には多くの方が来園しました

　

ふ
る
さ
と
石
川
に
ト
キ
が
再
び
戻
っ
て

き
た
の
は
、
40
年
後
の
平
成
22
年
。
新
潟

県
佐
渡
市
の
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で

飼
育
し
て
い
た
ト
キ
の
つ
が
い
2
組
を
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
に
よ

る
全
滅
を
避
け
る
た
め
に
い
し
か
わ
動
物

園
に
移
送
し
、
分
散
飼
育
が
始
ま
り
ま
し

た
。
県
で
は
、
専
用
の
繁
殖
ケ
ー
ジ
を
設

置
す
る
な
ど
、
万
全
の
受
け
入
れ
態
勢
で

飼
育
や
繁
殖
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
に

園
内
で
50
羽
を
育
て
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
ま
す
。
育
っ
た
若
鳥
は
順
次
佐
渡
へ
移

送
し
、
こ
れ
ま
で
に
30
羽
が
放
鳥
さ
れ
る

な
ど
、
一
度
日
本
か
ら
消
え
た
ト
キ
の
野

生
復
帰
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
園
内
で
は
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
来

園
者
に
繁
殖
ケ
ー
ジ
内
の
ラ
イ
ブ
映
像

を
公
開
す
る
な
ど
、
県
民
の
関
心
を
高

め
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
本
州
初
の
公

開
展
示
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

トキはこんな特徴があるんです！
顔は赤く、立派な冠羽
トキの特徴の一つが遠くからでも目
立つ真っ赤な顔。後頭部の冠羽も長
く立派です。首は、太くて
短く、細くて長いサ
ギと異なります。空
を飛ぶ時も、サギは
縮めますが、トキはそ
のまま伸ばしたままです。

クチバシはセンサー
クチバシは長くて細く、色は黒。湾
曲して伸び、先端は赤くなってい

ます。さらに、クチバ
シは先端まで神経
が行き渡り、センサ
ーのようになってい
て、目で見なくても
触れただけで、エサを

探り当てることができます。
羽は薄いピンク色

体は全体的に白っぽく、羽はきれ
いな薄いピンク色で、トキ色とも
呼ばれています。ただし、年中同じ
色ではなく、1～6月は頭から背中
にかけての羽の色を灰黒色に変化
させます。

体長は75センチほど
成鳥になった時の体長はおよそ75
センチ。翼を広げた時の幅は140
センチほどになります。脚はサギ類
に比べると短いのが特徴です。

かん   う

古来から人に愛された鳥
薄いピンク色の羽で優雅に舞うトキは、東アジ
アで古来から幸せを呼ぶ鳥とされてきました。
朝鮮半島では昇る朝日に例えられ、中国では思
わぬ幸運をもたらす鳥とされ、目にするといいこ
とがあると伝わっています。『日本書紀』『万葉
集』にも「桃

ツ キ

花鳥」と記されるなど、国内でも古
くから親しまれ、江戸時代にはトキ色の着物が
若い女性の人気を集めました。

1ト キ に ま つ わ る
幸 せ コ ラ ム

繁殖期の1～6月は
羽の色が灰黒色に
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エントランス

学習展示
コーナー

ひろ～いガラス窓から
いろんな姿を観察

エサをついばむ様子を
間近に観察できるかも

　トキ里山館の外観は腰板と白
壁の古民家風になっています。
訪れた皆さんは、能登にトキが
羽ばたいていたころにタイムス
リップ！ 中に入ると、どこか懐
かしさを感じる棚田をイメージ
した風景が広がっています。

　まずは一面ガラス窓となった
観覧ポイントで、トキとご対面で
す。館内では、つがい1組と若鳥
3羽の合計５羽のトキを展示して
います。飛び回っていたり、地面
を散歩していたりと、さまざまな
姿をご覧ください。

　ここでは、エサ場となるため池を
近くで観察できます。エサは、里山の
田んぼで多く見られたドジョウなど。
クチバシを上手に使って泥の中のエ
サをついばむ様子が見られるかもし
れません。おすすめの時間帯は11時
～14時ごろです。

上
か
ら

下
か
ら
、

遠
く
か
ら い

し
か
わ
動
物
園
の
「
ト
キ

い
し
か
わ
動
物
園
の
「
ト
キ

里
山
館
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

里
山
館
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ト
キ
の
姿
を
観
察
で
き
る
よ

ト
キ
の
姿
を
観
察
で
き
る
よ

う
、
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま

う
、
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
ほ
っ
と
石
川
県
民
レ
ポ

す
。
ほ
っ
と
石
川
県
民
レ
ポ

ー
タ
ー
の
野
田
さ
ん
ご
一
家

ー
タ
ー
の
野
田
さ
ん
ご
一
家

と
一
緒
に
、
見
ど
こ
ろ
を
巡

と
一
緒
に
、
見
ど
こ
ろ
を
巡

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ト
キ
が
驚
い
て
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
ら
な
い

よ
う
、
観
覧
時
は
注
意

が
必
要
で
す
。
フ
ラ
ッ

シ
ュ
撮
影
は
避
け
、
大

き
な
声
も
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ガ

ラ
ス
窓
も
た
た
か
な
い

で
ね
。

観覧
ポイント

１

観覧
ポイント

２

能登の古民家を再現

いしかわ動物園スタッフ
佐藤 美樹さん

羽を広げるとハートマークに
トキが羽を広げて飛ぶ姿が何かに似ていると思
いませんか。来園者からは、その形と薄いピンク色がハート
マークに見えると評判です。スマートフォンで撮影し、待ち受
け画面にしておくと・・・。いいことがあるかもしれませんよ。

2ト キ に ま つ わ る
幸 せ コ ラ ム

4

にに
ると思と 写真提供：環境省
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　野鳥観察舎風ののぞき窓か
らは、目の前に止まり木で休む
トキの姿が！ 目の色やクチバ
シの形など、間近からしっかり
観察してみましょう。新しい発
見があるかもしれませんよ。

エントランス

樹木や湿地のある
棚田でどう過ごして
いるかな！？

のぞき窓を
見てみよう！
目の色やクチバシも
チェック

　クヌギ、マツなどの樹木
や湿地、棚田といった能登
をイメージした風景を見渡
せるのがこのポイント。休
息したり、巣作りしたりす
るなど、トキの暮らしがよ
く分かるスポットです。

　

顔
の
色
を
見
れ
ば

成
鳥
か
若
鳥
か
見
分

け
ら
れ
る
そ
う
で

す
。
若
鳥
は
少
し
だ

け
、
色
が
薄
い
の
だ

と
か
。
ぜ
ひ
見
比
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

近
く
か
ら

 

い
ろ
ん
な
姿
を

観
察
し
よ
う

観覧
ポイント

３

観覧
ポイント

４

県民レポーター
野田さんご一家
（能美市在住）

夫婦仲はアツアツです
繁殖期のトキの夫婦は、とっても仲がいいことで有名で
す。雄と雌が互いにクチバシで羽づくろいをする姿などが
見られます。また、ペアであることを他のトキにアピールす
る場合もあるとか。トキ里山館で、仲のいいほほえましい
姿もぜひ、ご覧ください。

3ト キ に ま つ わ る
幸 せ コ ラ ム

１

2
3

のぞき窓からは、
手を伸ばせば届
きそうな距離で
観察できます

5



トキ里山館には「学習展示コーナー」があり、充実
した体験型展示で、トキの生態や歴史を楽しく学
べます。

体
験
型
展
示
が
満
載
！

も
っ
と
詳
し
く
な
ろ
う

触って遊んで
楽しく学ぼう

　トキのクチバシや足の模型、
本物の羽根を触ってみたり、他
の鳥と卵の大きさを比べてみた
りと、楽しくトキの生態が学べ
るコーナーです。トキの特徴を
肌で感じてみましょう。

絶滅や保護の
歴史を紹介

﹇
学
習
展
示
コ
ー
ナ
ー
﹈

　トキが歩んだ歴
史などをまとめた
コーナーです。年
表とともにタッチパネル方式のデジタル絵本もあ
り、お子さんと一緒に理解を深められます。

「日本」の名を持つ鳥です
トキはペリカン目トキ科の鳥で、世界共通の
約束によって命名される学名は「ニッポニア・
ニッポン（Nipponia [属名] nippon [種小名]）」
と名付けられています。江戸時代後期に来日し
たドイツ人医師シーボルトがオランダに標本を
送ったことなどがもとになって学名が付けられ
ました。ちなみに、Nipponia属に分類される種
はただ一種、トキだけです。県内では、「ツキ」
「ドウ」とも呼ばれていたんですよ。

4ト キ に ま つ わ る
幸 せ コ ラ ム

トキの
あゆみ

トキ
コーナー

なるほど

本物の羽根 足の模型 クチバシの模型
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5ト キ に ま つ わ る
幸 せ コ ラ ム

トキに扮して
記念撮影
　トキに変身し、里山
を背景に記念撮影でき
ます。大人用もあります
ので、お子さんとトキ気
分を味わってみてはい
かがでしょう。

 最後は、ト
キ里山館で学んだこと
をクイズでおさらいしま
しょう。初級から上級ま
で難易度は3段階。全
問正解できるかな？

トキの野生復帰を目指し、環境省では佐渡のほか、いし
かわ動物園などの分散飼育地で繁殖したトキの放鳥を
実施しています。これまでに252羽が放たれ、その中には
海を渡って本州に飛来した鳥もい
ます。県内でも輪島市や珠洲市、
羽咋市などで発見されています。
皆さんも見かけたときは、静かに
見守りましょう。

長島さんご家族
（能美市在住）

「トキが飛んでいる姿は
とても優雅で、きれいで
した。里山とトキが密接
なかかわりがあることも
分かり、環境に対する関
心も高まりました」

中村さんご夫妻
（金沢市在住）

「トキが一般公開される
と聞き、前々からオープ
ン日を待ち遠しく思って
いました。今日は実際に
目にでき、大感動です。
本物のトキはかわいらし
かったですよ」

大塚さん親子
（金沢市在住）

「のぞき窓から見ると、
細かなところまでじっく
りとトキを観察できまし
た。いしかわ動物園生ま
れのたくさんのトキが、
これからも元気に育って
ほしいと思います」

トキ里山館の
 来園者に聞きました。

クイズ
コーナー

トキ

フォト
コーナー

放鳥したトキが能登にも飛来

いくつ答えられるかな！？

ト
キ
を
通
し
て
里
山
や

環
境
へ
の
関
心
も
高
め

て
く
だ
さ
い
ね
。

ト
キ
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

勉
強
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「トキが再び、石川の空
を飛び交う日を目指し、
朱鷺サポート隊では佐
渡市で学んだり、啓発活
動に取り組んだりしてい
ます。身近ないしかわ動
物園でもトキが見られる
ようになり、私たちもう
れしく思います」

才門 和也さん（隊長）、小坂 優香さん（副隊長）
津幡高校朱鷺サポート隊
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兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
に

工
芸
館
を
移
転

　

石
川
県
は
国
内
で
も
特
に

伝
統
工
芸
が
盛
ん
な
地
域
で

す
。
藩
政
期
か
ら
の
伝
統
技

術
は
現
代
に
脈
々
と
受
け
継

が
れ
、
ま
た
、
伝
統
的
工
芸

品
は
身
近
な
道
具
と
し
て
、

私
た
ち
の
生
活
に
溶
け
込
ん

で
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
国

が
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移

転
を
進
め
る
中
、
こ
う
し
た

地
域
に
根
付
い
た
水
準
の
高

い
工
芸
文
化
が
評
価
を
受

け
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館

工
芸
館
の
石
川
県
へ
の
移
転

が
決
定
し
ま
し
た
。
日
本
海

側
初
の
国
立
美
術
館
の
誕
生

で
す
。

　

移
転
先
は
、
兼
六
園
周
辺

文
化
の
森
の
県
立
美
術
館
と

い
し
か
わ
赤
レ
ン
ガ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
間
の
敷
地
で
、

東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
る

２
０
２
０
年
の
開
館
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

所
蔵
品
の
半
数
以
上
を
県
内
に

国
内
外
の
工
芸
を
一
堂
に
鑑
賞

　

工
芸
館
が
所
蔵
す
る
近
現

代
の
美
術
工
芸
作
品
を
中
心

に
、
半
数
以
上
を
県
内
に
移

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
芸
館
の
移
転
に
よ
り
、
兼

六
園
周
辺
文
化
の
森
は
、
藩

政
期
か
ら
の
美
術
工
芸
品
を

扱
う
県
立
美
術
館
、
暮
ら
し

に
生
き
る
伝
統
的
工
芸
品
を

そ
ろ
え
る
県
立
伝
統
産
業
工

石
川
県
が
全
国
に
誇
る
個
性
に「
伝
統
工
芸
」が
あ
り
ま
す
。東
京

国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
の
移
転
が
決
ま
る
な
ど
、ま
す
ま
す
厚

み
を
増
す
石
川
の
伝
統
工
芸
の
今
を
紹
介
し
ま
す
。

東
京
五
輪
を
め
ど
に
開
館

日
本
海
側
初
の
国
立
美
術
館

石川の伝統工芸
ますます厚みを増す

移転後の
完成イメージ

館が石川に！
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　東京国立近代美術館工芸館は、明治期以降の国内外
の工芸・デザイン作品を収集、展示しています。陶磁や漆
工、染織、金工、工業デザイン、グラフィックデザインなど、
収蔵品数は3682点（平成28年3月時点）。幅広く充実した
内容において、そのコレクションは国内随一です。陶芸家、
富
とみもとけんきち
本憲吉氏や染色家、稲

いながきとしじろう
垣稔次郎氏など、日本を代表す

る工芸作家の作品が多数あります。

東京国立近代美術館工芸館

2月12日 （日） まで県立美術館で開催中

東京国立近代美術館
工芸館名品展
近代工芸案内

　県立美術館では現在、東京国立近代美術館工
芸館所蔵の名品を集めた特別展を開催中です。
　これは県民の皆さんに工芸館の所蔵作品を
知っていただき、移転の機運を高めることを目的
としたもので、工芸館開館までの間、毎年開催し
ていく予定です。
　第1段となる今回の特別展では、近現代工芸を
代表する人間国宝などの作品46点を厳選し、展
示しています。ぜひこの機会に、近現代の工芸の
世界をお楽しみください。

稲垣稔次郎
《結城紬地型絵染着物 竹林》
1958年
東京国立近代美術館蔵

富本憲吉
《色絵金銀彩羊歯文八角飾箱》
1959年
東京国立近代美術館蔵

県立美術館
「東京国立近代美術館工芸館名品展 近代工芸案内」
■観覧料 一般360円　大学生・65歳以上290円
 高校生以下無料

金沢市出羽町2-1
TEL.076（231）7580

芸
館
と
併
せ
、
国
内
外
の
工

芸
を
一
堂
に
鑑
賞
で
き
る
エ

リ
ア
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
に
は
、
旧

近こ
の
え衛
師
団
司
令
部
庁
舎
を
用

い
た
現
工
芸
館
と
同
じ
明
治

洋
風
建
築
を
採
用
。
国
登
録

有
形
文
化
財
で
あ
る
旧
第

九
師
団
司
令
部
庁
舎
と
将

校
の
社
交
場
だ
っ
た
旧
金
沢

偕か
い
こ
う
し
ゃ

行
社
の
外
観
を
活
用
し
ま

す
。
内
部
は
貴
重
な
美
術
品

を
し
っ
か
り
と
管
理
・
展
示
で

き
る
よ
う
、
美
術
館
と
し
て

の
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

国内随一のコレクション誇る国内随一のコレクション誇る
近現代工芸・デザインの美術館近現代工芸・デザインの美術館

県立美術館文化財保存
修復工房

広
坂

兼六園口

石引
県立能楽堂

県立歴史博物館
（いしかわ赤レンガミュージアム）移転予定地

県立伝統産業工芸館
兼六園

東京国立近代
美術館工芸館
の移転先

東京国立近代美術館工芸館外観

東京国立近代美術館工芸
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伝
統
工
芸
の
技
と
心
を
次
代
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
、県

で
は「
輪
島
塗
」「
山
中
漆
器
」「
九
谷
焼
」の
各
産
地
で
技

術
研
修
所
を
開
設
し
、担
い
手
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
の
研
修
所
を
巣
立
ち
、県
内
で
活
躍
中
の
３
人
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

山中
漆器

研
修
所
の

仲
間
と
と
も
に

い
つ
か
は
工
房
を　

工
房
で
過
ご
す

毎
日
は
新
し
い

気
づ
き
の
連
続
で
す

九
谷
焼
の
持
つ

多
様
性
に

ひ
き
付
け
ら
れ
ま
し
た

沈金師

松
まつい

井 智
とも や

哉さん （27歳）

人
の
作
業
風
景
を
見
学
で
き
る
輪
島

工
房
長
屋
で
、制
作
に
励
ん
で
い
ま

す
。観
光
客
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
機
会
も
多

く
、北
陸
新
幹
線
で
来
ら
れ
た
方
に
出
会
う

と
必
ず
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
金
沢
駅
か
ら
お
帰
り
の
際
は
ぜ
ひ
、新
幹
線

の
待
合
室『
百
工
の
間
』に
立
ち
寄
っ
て
く
だ

さ
い
」。

　

実
は
、県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工
芸
を

紹
介
す
る
こ
の
場
所
に
、私
の
作
品（
写
真

左
）も
展
示
し
て
あ
る
ん
で
す
。多
く
の
方
に

自
身
の
手
が
け
た
輪
島
塗
を
見
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、大
き
な
励
み
に
な
って
い
ま
す
。

を
削
る‒

。木
地
師
の
仕
事
は
、同

じ
作
業
の
繰
り
返
し
に
映
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。た
だ
、そ
の
毎
日
は
新
た
な
気
づ

き
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
技
術
セ
ン
タ
ー
を
卒
業
し
、昨
年
４
月

か
ら
は
父
浩
彦
、祖
父
良
造（
国
指
定
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者〈
人
間
国
宝
〉）と
同
じ

工
房
で
働

い
て
い
ま

す
。
こ
の

仕
事
は
、

カ
ン
ナ
一つ

と
っ
て
も

京
で
生
ま
れ
育
ち
、ロ
ン
ド
ン
で
現
代

ア
ー
ト
を
学
ん
で
い
た
私
が
九
谷
焼

に
引
き
込
ま
れ
た
の
は
、石
川
県
に
遊
び
に
来

た
時
で
し
た
。た
ま
た
ま
入
っ
た
お
店
で
九
谷

焼
の
急
須
を
見
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。大
胆

な
構
図
と
色
使
い
に
一
瞬
で
魅
了
さ
れ
、こ
の

世
界
に
飛
び
込
む
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

九
谷
焼
の
魅
力
の一つ
は
多
様
性
で
す
。絵

画
的
で
あ
っ
た
り
、文
様
の
美
を
見
せ
た
り

と
、さ
ま
ざ
ま
な
九
谷
焼
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。学
ん
だ
技
術
研
修
所
で
も
、第
一
線
で
活

躍
す
る
先
生
か
ら
直
接
指
導
し
て
い
た
だ
け

る
と
同
時
に
、一人
ひ
と
り
が
独
自
の
技
法
を

伝
統
の
技
を
生
か
し
、

現
代
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
マ
ッ
チ
し
た
製
品
が

次
々
と
誕
生
し
て
い
ま

す
。
県
が
こ
れ
ま
で
魅
力

的
な
新
商
品
と
し
て
認
定

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
石
川
ブ

ラ
ン
ド
の
中
に
も
、
伝
統

工
芸
の
技
術
を
活
用
し
た

新
た
な
商
品
が
あ
り
ま

す
。

輪島塗や山中漆器の蒔
絵の技法を取り入れたス
マートフォンカバー。デザイ
ンも豊富で、幅広い世代
に人気です。

現
代
の

現
代
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

未
来
を
築
く

　
　

若
き
職
人
た
ち

木地師

川
かわきた

北 浩
ひろ し

嗣さん （25歳）

九谷焼作家

牟
む た

田 陽
ようか

日さん （35歳）

輪島塗

九谷焼

職

木

東

いしかわSPC  朝日電機製作所（白山市）

蒔絵の技法が
スマホカバーに

さまざまなカンナを使い
仕上げていく
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探
求
で
き
る
土
壌
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
今
、伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
花

鳥
風
月
な
ど
の
題
材
を
、現
代
に
生
き
る
自

分
を
通
し
て
描
い
た
作
品
を
制
作
し
て
い
ま

す
。は
な
は
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、多
様

性
が
花
開

く
九
谷
焼

に
、私
な
り

の
新
た
な
一

面
を
加
え

ら
れ
れ
ば

う
れ
し
い
で

す
ね
。

使
い
や
す
さ
が
あ
っ
た
り
、刃
先
の
形
状
が
職

人
ご
と
に
異
な
る
な
ど
、木
地
師
一人
ひ
と
り

で
作
り
方
や
道
具
は
全
く
違
い
ま
す
。で
す

か
ら
、父
や
祖
父
の
指
導
を
受
け
、ま
た
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
制
作
に
取
り
組
む
中
で
、

木
地
の
形
に
込
め
た
思
い
や
道
具
の
選
定
な

ど
、本
当
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

実
は
こ
の
道
に
進
む
前
に
、大
学
で
製
品

デ
ザ
イ
ン
を
勉
強
し
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
修

行
中
の
身
で
す
が
、いつ
か
は
そ
の
時
の
知
識・

技
術
も
取
り
入
れ
、よ
り
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に

立
っ
た
山
中
漆
器
を
作
って
い
き
た
い
と
思
って

い
ま
す
。

　

今
の
目
標

は
、同
じ
研

修
所
で
学
ん

だ
仲
間
と
と

も
に
工
房
を

立
ち
上
げ
る

こ
と
。
輪
島

塗
は
工
程
ご
と
に
専
門
の
職
人
が
お
り
、一つ
ひ

と
つ
の
作
品
に
み
ん
な
の
力
が
結
集
し
て
い
ま

す
。若
手
作
家
で
集
ま
り
、お
互
い
に
支
え
合

い
な
が
ら
、木
地
作
り
か
ら
塗
り
、装
飾
仕
上

げ
ま
で
を
行
い
、輪
島
塗
の
素
晴
ら
し
さ
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県内メーカーが開発し
た世界一軽くて薄い織
物「天女の羽衣」に、加
賀友禅を施したストール
やスカーフを開発。

小さくても、美しい色使
いや絵はとても印象的。
230種類超の図案があ
る九谷焼製のゴルフ用
ボールマーカーです。

人間国宝数人間国宝数

県内の工芸部門での国指定重
要無形文化財保持者（人間国
宝）は人口100万人あたり6.92人
（平成28年1月現在）。その数は
堂々の全国1位で、漆芸や陶芸な
ど、さまざまな工芸分野をリード
する第一人者を数多く輩出して
います。
出典：文化庁HP「文化財指定等の件数」

1位

実にさまざまな伝統的工芸品が
ある石川県。その数は36品目に
も上ります。皆さんの暮らしの中
にも、さまざまな伝統的工芸品
が使われているはずですよ。（詳
細は12ページをご覧ください）

36品目

石川県の石川県の
伝統的工芸品伝統的工芸品

石川県は、人口100万人あたり
の日本伝統工芸展の入選者数
が60.7人（平成28年）と、16年
連続全国1位。先人からの技術
を受け継ぐとともに、現代の暮ら
しに合った作品を生み出し続け
ています。
出典：平成28年（公社）日本工芸会調べ

1位

日本伝統工芸展日本伝統工芸展
入選者数入選者数

数字で見る
石川の伝統工芸

彩華 -SAIGA- 
マリブデザインファクトリー（小松市）

天女の羽衣
～手描き友禅～
  天池合繊（七尾市）

世界一軽い
友禅ストール

九谷焼は
ゴルフ場にも
映える！

能美市泉台町南2番地
TEL.0761（57）3340

360年の歴史で多くの技法・様式が
誕生した九谷焼の基礎技術はもちろ
ん、デザインやマーケティングまで幅
広く学べます。

九谷焼技術研修所
牟田さんが学んだのはココ

輪島市 屋谷町1-30
TEL.0768（22）7000

人間国宝の技術伝承者養成などを
目的に、木工や塗り、蒔絵（まきえ）、
沈金に関する研修を行っています。

輪島漆芸技術研修所
松井さんが学んだのはココ

加賀市山中温泉塚谷町イ270
TEL.0761（78）1696

山中漆器の原点である、ろくろを回し
て木を削る技術を全国で唯一、専門
的に学べます。

川北さんが学んだのはココ
山中漆器産業技術センター

（人口100万人あたり）

（人口100万人あたり）

百工の間に展示する松井さんの作品

牟田さんの手がけた作品「朝雉湯呑」
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石
川
県
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
工
芸
品

は
ど
れ
も
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
彩
り
と
潤
い

を
与
え
る
も
の
ば
か
り
。日
常
生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
に

伝
統
的
工
芸
品
が

いっ
ぱ
い

ダイニング

結婚式

お茶席

シーン1

シーン2

シーン3

県内には陶磁器や漆器などの伝統的工芸品がいろい
ろ。テーブルやいすなどの「洋」の生活スタイルにもマッ
チした製品も数多く作られています。

石川県の誇る華麗な伝統的工芸品は、幸せな2人の
門出を祝う場面も華やかに彩ります。最近では、和装
だけでなく、洋装にも伝統の技が生かされています。

県内には茶道をたしなむ人も数多く、その割合
は人口あたり全国第3位。茶の湯に関連した伝
統的工芸品も発展してきました。

珠洲焼

輪島塗

金沢箔

加賀繍
ぬい

加賀水引

加賀友禅

牛首紬
つむぎ

大
おおひやき

樋焼

茶の湯釜
金沢漆器

17世紀中期に誕生し
た九谷焼。多彩な絵
付けで、国内外でファ
ンの多い陶磁器です。 独特の灰黒色の艶があり

ます。表面の凸凹により、
ビールを注いだ時の泡立
ちは抜群。ビアジョッキと
しても人気です。

弱くなる箇所に布をかぶせて、
補強する「布着せ」の手法が
特徴の輪島塗。「優美さと堅牢
さ」を兼ね備えた漆器として全
国に知られる工芸品です。

石川県が国内シェアの99％以
上を占め、生活用品に加え、最
近では食用、化粧品などにも
使われています。

美しい木目を生かし
た「拭き漆」の食器な
ど現代のライフスタイ
ルに合った製品も数
多く作られています。

糸を何重にも重ねる「肉入れ繍」やグ
ラデーションをつける「ぼかし繍」が
特徴。丁寧な手刺繍の技法は、ドレ
スのデザインでも重宝されています。

平面的だった結納や祝儀袋の水
引細工を立体的にし、芸術的な美
しさにまで高めた加賀水引。アクセ
サリーとしても活用されています。 絵画のような草花模様が特徴の加賀

友禅。落ち着いた趣が多くの人を魅了し
ています。

古くから養
ようさん

蚕や機織りが盛
んな白峰で織られてきた牛
首紬。紬としては珍しく、普段
着としてだけでなく、お茶席
など、かしこまった場でも着
られる点が特徴です。

大樋焼は手びねりとヘ
ラで作られており、保
温性に富み、口当たり
も柔らかく、お茶席で
広く利用されています。

茶の湯 の鋳造技術
は、江戸時代から今
日まで受け継がれ、大
樋焼とともに、金沢の
茶道文化を象徴する
工芸品の一つです。

江戸時代から続く金沢
漆器。武家の力強さと公
家の優美さが融合した
漆工芸で、茶道具や調度
品が多く作られています。

県立伝統産業工芸館

開館時間／9:00～17:00（入館は16:45まで）
休館日／木曜（祝日は除く）※4～11月は毎月第3木曜
入館料／18歳以上260円、65歳以上200円、17歳
以下100円、6歳未満無料　※1階は無料

金沢市兼六町1-1
TEL076（262）2020

暮らしに生きる
伝統的工芸品を
学びに行こう

九谷焼

金沢仏壇、七尾仏壇、和紙、美
川仏壇、桐工芸、檜細工、加賀
毛針、加賀竿、加賀獅子頭、加賀
象嵌、加賀提灯、金沢表具、金沢
和傘、郷土玩具、琴、三弦、太鼓、
竹細工、鶴来打刃物、手捺染型
彫刻、銅鑼、七尾和ろうそく、能登
上布、能登花火

石川の伝統的工芸品
まだまだあるよ！

山中漆器

12

smile 石川のボランティア　

毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
を
回
る

と
、羽
咋
市
の
羽
咋
公
民
館
に
は
、ろ
う
者

や
盲
ろ
う
者
、難
聴
者
、健
聴
者
な
ど
、会

員
が
次
々
と
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
目
的
は
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が
気

軽
に
楽
し
め
る
「
手
話
や
ま
び
こ
」
の
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。

　

市
職
員
を
招
き
ご
み
の
分
別
や
災
害
へ

の
備
え
な
ど
の
勉
強
会
を
開
い
た
り
、
料

理
教
室
や
お
花
見
会
を
実
施
し
た
り
と
、

企
画
す
る
行
事
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
昨
年

10
月
の
は
く
い
福
祉
ま
つ
り
で
は
、
５
カ

月
に
及
ぶ
レ
ッ
ス
ン
を
重
ね
、
メ
ン
バ
ー

一
丸
と
な
っ
て
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
手
話
を
学
び
、
会
話

を
通
し
て
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
手
話
は
言

語
」
と
い
う
理
解
が
社
会
で
は
ま
だ
十
分

に
浸
透
し
て
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

「
こ
こ
で
は
気
兼
ね
な
く
、
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
め
ま
す
」
と
の
こ
と
。ろ
う
あ
協
会

や
他
の
手
話
サ
ー
ク
ル
と
一
緒
に
福
祉
ま

つ
り
の
際
に
簡
単
な
手
話
を
学
べ
る
ブ
ー

ス
を
設
置
し
て
い
る
そ
う
で
、
嶋
田
三
穂

会
長
は
、「
手
話
通
訳
士
も
必
要
で
す
が
、

障
が
い
に
理
解
の
あ
る
方
が
、
地
域
に
少

し
で
も
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

聞
こ
え
な
い
人
と

共
に
歩
む
サ
ー
ク
ル

定
例
会
は
情
報
交
換
の
場

ト
キ
の
公
開
展
示
を
機
に

人
と
環
境
と
の
関
わ
り
を

見
つ
め
た
い

手話
やまびこ
（羽咋市）

平成元年から活動をスタート。ろうあ協会や他の手話
サークルなどと連携し、交流を深めています

　
今
年
は「
酉
年
」。大
空
を
高
く
舞
う
県
鳥
イ
ヌ
ワ
シ
に
あ
や
か
り
、石
川
県
を
明
る
い
未
来

へ
羽
ば
た
く
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
い
し
か
わ
動
物
園
に
昨
年
秋
オ
ー
プ
ン
し
た「
ト
キ
里
山
館
」へ
足
を
運
ば
れ
ま
し

た
か
。本
州
で
は
初
め
て
と
な
る
ト
キ
の
公
開
展
示
施
設
で
、ト
キ
が
生
息
す
る
里
山
の
自
然

を
再
現
し
、ト
キ
色
に
輝
く
羽
を
広
げ
て
飛
ん
だ
り
、エ
サ
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
つ
い
ば
ん
だ
り
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。の
ぞ
き
窓
か
ら
は
止
ま
り
木
で
休
む
姿
を
間
近
に
観
察
で
き
、

特
徴
で
あ
る
赤
い
顔
も
バ
ッ
チ
リ
見
ら
れ
ま
す
よ
。

　

ト
キ
の
ペ
ア
が
巣
作
り
に
使
え
る
松
の
木
も
あ
り
ま
す
。「
ト
キ
里
山
館
で
２
世
誕
生
！
」

と
い
う
夢
も
膨
ら
み
ま
す
が
、卵
の
ふ
化
や
餌
や
り
、巣
立
ち
の
様
子
ま
で
肉
眼
で
見
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
本
当
に
最
高
で
す
ね
。

　
こ
の
施
設
に
は
、ト
キ
が
将
来
、石
川
の
空
に
戻
る
日
を
、県
民
の
皆
様
に
想
像
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
願
い
を
こ
め
て
い
ま
す
。そ
し
て
、ト
キ
が
生
息
し
繁
殖
す
る
に
は
ど
ん
な
環
境

や
工
夫
が
必
要
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
昔
に
比
べ
て
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
ド
ジ
ョ
ウ
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。ト
キ

が
再
び
こ
の
地
で
生
き
て
い
く
に
は
、荒
れ
た
里
山
を
整
え
、農
薬
を
減
ら
す
こ
と
で
、す
み
か

や
エ
サ
場
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
地
球
上
か
ら
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。そ
の
原
因
の
多
く

は
、
開
発
や
汚
染
、
乱
獲
で
す
。彼
ら
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
う
環
境
が
人
に
と
っ
て
い
い
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。彼
ら
の
消
滅
は
、か
け
が
え
の
な
い
地
球
が
急
速
に
住
み
に
く
く
な
っ
て
い

る
こ
と
へ
の
警
鐘
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ト
キ
の
舞
う
里
山
は
、き
っ
と
人
に
と
っ
て
も
優

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
騒
が
れ
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
気
が
か
り
で
す
。も
ち
ろ
ん
、ト
キ
へ

の
感
染
防
止
に
は
万
全
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。１
年
で
最
も
寒
い
季
節
で
す
か
ら
、皆
様
も
ど

う
ぞ
温
か
く
し
て
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

県内のボランティアに関する情報は 検索石川県社会福祉協議会ボランティアネット
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みんなで相談しながら完成させた「よさこいソーラン」。「達成感はとて
も大きく、楽しかったです」と、メンバーは口をそろえます

●問い合わせ

手話やまびこ
羽咋市鶴多町亀田17番地
TEL 0767(22)6231

会　長 ： 嶋田三穂
連絡先 ： 羽咋市社会福祉協議会



首
位
打
者
と
最
多
安
打
の

タ
イ
ト
ル
を
獲
得

　

２
０
１
６
年
シ
ー
ズ
ン
は
、
12
年

以
来
の
首
位
打
者
と
自
身
初
の
リ
ー

グ
最
多
安
打
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
で

き
ま
し
た
。振
り
返
る
と
、シ
ー
ズ
ン

開
幕
当
初
は
打
撃
が
し
っ
く
り
き
て

い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
実
戦
の
中
で
調
整
を
繰

り
返
し
、
４
月
下
旬
か
ら
は
本
来
の

ス
タ
イ
ル
を
取
り
戻
し
て
、
好
調
を

継
続
で
き
た
の
が
良
か
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。　

　

半
面
、
チ
ー
ム
は
上
位
と
引
き
離

さ
れ
、リ
ー
グ
３
位
に
終
わ
り
、力
の

差
を
痛
感
す
る
１
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。私
自
身
、入
団
か
ら
10
年
以
上
が

た
ち
、今
年
か
ら
選
手
会
長
も
務
め
、

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
自
覚
も
強
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

３
月
か
ら
始
ま
る
今
シ
ー
ズ
ン
の

目
標
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ー
ム
の
優
勝

で
す
。
日
本
一
を
目
指
し
て
勝
利
を

最
優
先
に
、
行
動
や
結
果
で
チ
ー
ム

を
け
ん
引
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

プ
ロ
を
目
指
す
に
は

「
継
続
」が
欠
か
せ
な
い

　

石
川
県
内
で
は
、野
球
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る

と
思
い
ま
す
。み
ん
な
に
は
ぜ
ひ
、継

続
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

　

私
は
野
球
を
始
め
た
小
学
１
年
生

の
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る

の
が
夢
で
し
た
。そ
の
思
い
は
、日
本

航
空
第
二
高
校（
輪
島
市
）で
甲
子
園

を
目
指
し
て
練
習
に
明
け
暮
れ
て
い

た
時
も
、
四
国
独
立
リ
ー
グ
に
所
属

し
て
い
た
時
も
、
一
切
ぶ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま.

せ
ん
で
し
た
。
目
標
を
見

失
わ
ず
、
ひ
た
す
ら
練
習
を
続
け
た

こ
と
が
、
プ
ロ
の
道
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　

今
、柔
道
や
レ
ス
リ
ン
グ
、相
撲
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、石
川

県
出
身
の
選
手
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
私
も
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
負
け
な

い
よ
う
、
プ
ロ
野
球
の
世
界
か
ら
今

ま
で
以
上
に
明
る
い
話
題
を
提
供

し
、
ふ
る
さ
と
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を
少

し
で
も
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
野
球
の

世
界
で
戦
っ
て
い
く
上
で
、
大
き
な

力
と
な
る
の
が
、
地
元
か
ら
届
く
励

ま
し
の
声
で
す
。
北
陸
新
幹
線
が
開

業
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
石
川
県

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
に
球
場
ま
で

足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
温
か
な
応
援
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

千葉ロッテマリーンズ（以下、千葉ロッテ）の中心
選手として、プロ野球で活躍中の角中勝也選手は
七尾市出身です。昨年11月に県スポーツ特別賞を
受賞した角中選手にシーズンを振り返っていただ
くとともに、ふるさとへの思いや子どもたちへの
メッセージをいただきました。

か
く
な
か
・
か
つ
や　
１
９
８
７
年
５
月
生
ま
れ
。田
鶴
浜
町（
七
尾
市
）出
身
。

中
学
卒
業
後
は
日
本
航
空
第
二
高
校
に
進
学
。
高
校
卒
業
後
の
２
０
０
６
年

は
、四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
の
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
で
主
軸
に
。

同
年
の
ド
ラ
フ
ト
で
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
か
ら
指
名
を
受
け
、
入
団
。翌

年
７
月
に
一
軍
の
試
合
に
初
出
場
。12
年
に
は
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
力
を
発
揮

し
、
自
身
初
の
首
位
打
者
を
獲
得
。チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
を
続
け

て
い
る
。

プ
ロ
野
球
選
手

角
中 

勝
也
さ
ん

I N T E RV I E W

ふ
る
さ
と
か
ら
の

　
声
援
が
大
き
な
力
。

今
年
は
”優
勝
“の

　
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
た
い
。

優れた打撃でチームをけん引する角中選手
（写真提供：千葉ロッテマリーンズ）
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File.05

　

卵
（
Ｔ
）
か
け
（
Ｋ
）
ご
飯
（
Ｇ
）

焼
き
（
Ｙ
）　　

。
白
山
市
鶴
来
地

区
に
は
、
調
理
法
の
頭
文
字
を
と
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
ご
当

地
グ
ル
メ
「
つ
る
ぎ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
Ｙ
」
が

あ
り
ま
す
。
県
産
米
を
霊
峰
白
山
か

ら
の
伏
流
水
で
炊
き
上
げ
、
古
く
か

ら
醸
造
業
の
盛
ん
な
地
元
の
し
ょ
う

ゆ
や
み
そ
、
酢
な
ど
で
味
付
け
し
た

卵
を
か
け
、
香
ば
し
く
焼
き
上
げ
た

一
品
は
、
外
は
カ
リ
ッ
、
中
は
ふ
ん

わ
り
と
し
た
食
感
。
焼
き
お
に
ぎ
り

と
も
、
お
好
み
焼
き
と
も
一
味
違
う

新
名
物
で
、
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
で
は

売
り
切
れ
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
ほ
ど
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

鶴
来
地
区
の
飲
食
店
5
店
舗
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
、
提
供
店
ご
と
に

個
性
あ
ふ
れ
る
ア
レ
ン
ジ
が
加
わ
っ

て
い
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

特
製
あ
ん
を
か
け
た
天
津
飯
風
や

だ
し
を
加
え
て
い
た
だ
く
お
茶
漬

け
風
に
な
っ
て
い
た
り
、
手
ご
ろ

な
価
格
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
た
り

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｔ
Ｋ
Ｇ
Ｙ
に
込
め
ら
れ

た
意
味
は
卵
か
け
ご
飯
焼
き
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
鶴
来
（
Ｔ
）
か
ら

（
Ｋ
）
元
気
（
Ｇ
）
と
勇
気
（
Ｙ
）
を
。

食
べ
る
と
、
体
も
心
も
温
ま
る
ご
当

地
グ
ル
メ
で
、
寒
い
冬
も
健
康
に
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

つ
る
ぎ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
Ｙ

きれいなイルミネーションもお目見え ●問い合わせ 石川県ふれあい昆虫館　TEL076（272）3417

寒い冬でも「石川県ふれあい昆虫館」には、虫たちが
いっぱいです。2月12日までは「むしむしフェスタ」を
開催中。1年を通して常夏の環境を再現した人気コー
ナー・チョウの園には、巨大なイルミネーションが登場
し、南国のチョウたちと華麗な共演を見せています。さ
らに、園内で育てたチョウを放つ放鳥ならぬ「放チョ
ウ」体験など多彩な企画を用意しています。

2月12日まで「むしむしフェスタ」開催中
セット

お食事処 若竹店長
【 TKGY提供店 】

尾
お

形
がた

 裕
ひろ

之
ゆき

 さん

いろんな種類の
TKGYを

ぜひ楽しんでください。

ご
飯
党
に
お
す
す
め
の
お
手
軽
な
一
品

石川県ふれあい昆虫館

つるぎTKGY

TURUGI−TKGY

blog.goo.ne.jp/turugitkgy

【食べられる場所】
白山市鶴来地区の5店舗

【定義】　
卵かけご飯を焼いて調理すること。

米は石川県産米を使い、水は白山の
伏流水を研ぎ、炊き上げること。

鶴来地区の醸造品（しょうゆ、みそ、
酒、酢）を使い調理すること。

1

2

3

さまざまなタイプがある
「つるぎTKGY」。お食事
はもちろん、お酒を飲ん
だ後の締めの一品やお
やつにもおすすめです。
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環境保護のため、大豆インクを使用しています。紙は資源です。リサイクルしましょう。

石
川
県
広
報
誌 「
ほ
っ
と
石
川
」冬
季
号（
年
４
回
発
行
）　　

通
巻
第
83
号　
　

平
成
29
年
1
月
20
日
発
行

０
７
６（
２
２
5
）1
3
6
2
﹇
広
報
﹈

石
川
県
県
民
交
流
課
広
報
広
聴
室

〒
９
２
０-

８
５
８
０　

金
沢
市
鞍
月
１
丁
目
１
番
地
　

☎　

石
川
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.pref.ishikaw

a.lg.jp/ 県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税

小松・台北便毎日運航中！
　魯

ルー

肉
ロー

飯
ハン

など庶民料理から本格台湾料理まで豊富なグルメ、エステや
足裏マッサージなど充実のリラクゼーション、新しさと懐かしさが融合し
た数々の観光スポットと、台湾にはたくさんの魅力が詰まっています。
　小松空港では台北便を毎日運航しています。約３時間で台湾へ。小松
空港から台湾の豊かな魅力に触れる旅に、ぜひお出かけください。

ノスタルジックな雰囲気漂う人気の
観光地・九份（きゅうふん）

小松発　　→　　 台北着
出発 19：30　 到着 22：10

台北発　　→　　小松着
出発 14：45　 到着 18：30

※時間は現地時間で表記しています。 台湾への旅はアクセスの便利な
小松空港から
台湾への旅はアクセスの便利な

小松空港から台湾へ約３時間

●問い合わせ
小松空港協議会……………………………金沢市鞍月1-1／ TEL 076(225)1337
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